
 

第38期第8回理事会議事録 

 

日 時：2015年1月28日（水）13時35分～16時30分 

会 場：ちよだプラットフォームスクウェア 

 会議室506 

出席理事：新野 宏,藤谷徳之助,岩崎俊樹,榎本 剛,近藤 豊,佐藤正樹**,田中 博,中島

映至,中村健治*,藤部文昭,山田和孝,以上11名 

Web会議システムを通じた出席理事：塩谷雅人**,以上1名 

*：議題５の途中から出席,**：議題５の途中から欠席  

（理事現在数20名） 

出席監事：岡本幸三,高谷康太郎,以上2名 

その他の出席者：田沢,渡辺,下道（事務局） 

議 題 

１．第38期第7回理事会議事録の確認 

２．会員の新規加入等について 

新入会員11,退会96,国外団体会員の二重登録解消による削除1を全会一致で承認した．

2015年1月20日現在,会員数3,551名で個人会員は3,301名． 

３．「正野賞受賞者選定規程」の改正正野賞受賞者選定規程の改正案について検討し、改

正を了承した。 

４．2015年度支部強化基金予算2015年度支部活動強化に関する申請とその概要について検

討を行い,全会一致で承認した．  

５．各委員会からの報告 

庶務… 

1）転載許可 

①申請者：立入 郁（海洋研究開発機構） 

転載元：第 3表, 杉山昌広，西岡 純，藤原正智（2011）：気候工学（ジオエンジニ

アリング），天気 Vol.58、No.7 

転載先：『自然といのちの尊さについて考える』2015 年 3 月ノンブル社刊, 

②申請者：独立行政法人土木研究所寒地土木研究所長 

転載元：原田裕介，國分徹哉，金子 学，武知洋太，松澤 勝；インターネットによ

る吹雪視界情報の活用状況，日本気象学会 2014 年度秋季大会予稿集 

転載先：独立行政法人土木研究所寒地土木研究所ウェブページ論文検索システムに掲

載（http://thesis.ceri.go.jp） 

③申請者：Yu-Han Chen(Department of Atmospheric Sciences at National Taiwan 

University 



 

転載元：Fig.11,Fig.13,Su.-S. H., H.-C. Kuo, L.-H. Hsu, and Y.-T. Yang , 2012: 

Temporal and Spatial Characteristics of Typhoon Extreme Rainfall in Taiwan. 

J.Meteor.Soc.Japan,90,721-736, 

転載先："WMO Commission for Atmospheric Sciences (CAS)  Fifth International 

Workshop on Monsoons (IWM-V) 28 October-1 November, 2013, Macao, China" (Volume 

7) 

2）後援名義等使用依頼受付 

①名称：第 3回国連防災世界会議パブリックフォーラム「強風災害低減のための実大ス

トームシミュレーターの必要性と有効性」 

主催：国際風工学会 

期日：2015 年 3 月 16 日 

場所：東北大学川内北キャンパス 

名義：後援 

②名称：可視化情報全国大会（京都 2015） 

主催：一般社団法人可視化情報学会 

期日：2015 年 10 月 10－11 日 

場所：京都工芸繊維大学松ヶ崎キャンパス 

名義：協賛 

3)JACM 運営委員選出依頼について 

  次回理事会へ継続審議とした。   

4)その他 

 ①1月 6日：立平良三名誉会員から 100 万円のご寄附入金 

 ②1月 20 日：内閣府から「社会的企業の実態把握のためのアンケート調査」への協力依

頼 

会計…2014年12月分の収支及び現預金検査報告． 

企画調整…12月理事会で設置が承認された財政・支部体制・会員制度検討ワーキンググ

ループの構成及び運営について報告された． 

天気…Vol.62 No.1（2015年1月号）の掲載記事と,Vol.62 No.2～4（2015年2～4月号）の

予定記事の報告があった．カラー印刷ページの費用について、今後はページ数に応

じて固定する方向であることが報告された。 

気象集誌…研究を本務としない著者からの掲載料免除申請について承認したことが報告

された．2014年気象集誌論文賞受賞者の決定について報告された． 

SOLA…2014年SOLA論文賞受賞者の決定について報告された． 

各賞…岸保賞候補者の推薦について，推薦委員会より候補者が提示され，推薦理由につ

いてチェックを行った.今後，全理事の投票を経て受賞者を決定する． 

地球環境…「地球温暖化— そのメカニズムと不確実性— 」の出版、販売状況について報

告された． 



 

気象災害…日本地球惑星科学連合（JpGU）のユニオンセッションにおける講演テーマに

ついて検討した。 

教育と普及…公開気象講演会のテーマについて、気象情報ビッグデータとすることが報

告された。 

国際学術交流…日中韓合同学会について,気象学会秋季大会直前の2日間で合意したこと

が報告された．合同学会のテーマ・コンビーナ案について検討した。 

電子情報…気象学会刊行物DVDの継続について検討し、2015年版から廃止することが全会

一致で承認された． 

人材育成・男女共同参画…人材育成・男女共同参画委員会のホームページの開設と修正

状況に関する報告があった． 

６．宇宙開発利用大賞の募集について  

 内閣府の宇宙開発利用大賞の募集について、報告があり、推薦について検討を行っ

た。 

 

平成27年2月19日 

公益社団法人日本気象学会 

理事長 新野  宏 

監事 岡本 幸三 

高谷 康太郎 

 

 


